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軽度認知障害（MCI）とは認

知症ではありません。正常

な状態と認知症との間に位

置する「認知症予備軍」の状

態をいいます。この状態の

方が適切な予防なしに放置

された場合、５年間で約半

数の方が認知症に移行する

との研究報告があります。

この状態の特徴は、

『もの忘れはあるが、

日常生活に影響はない』

というものです。

日常生活は自立
誰かの見守りがあれば
日常生活は自立

日常生活を送るには
常に支援や介護が必要

専門医療が必要

ご家族など身近な方の「気づき」が大切です

・最初にもの忘れが目立ち

はじめます。また、もの忘

れとともに、何かを計画し、 

順序立ててやり遂げること

が難しくなってきます。

・調理や買い物など、今まで

できていた家事などで見守

りが必要になってきます。

★例えば…
■約束を忘れてしまうことが

ある。
■財布や通帳など大事なもの

をなくすことがある。
■一人でいるのが不安になっ

たり、外出するのがおっくうに

なる。

・いつ、どこで、なにをしたか

の出来事を忘れるようにな

ります。自分がいる場所に

ついても見当をつけること

が難しくなってきます。

・家事全般、着替えや入浴な

ど、身の回りのことにも支

援が必要になってきます。

★例えば…
■日にち、曜日、季節感がわ

かりにくくなる。
■自宅から離 れたところ

（慣れていない場所）で道

に迷う。
■ガスの消し忘れがあり、鍋

を焦がすことが多くなる。

・直近のことだけでなく、古

い記憶も曖昧になってきま

す。人物についても見当を

つけることが難しくなって

きます。

・身の回りのこと全般で支援

や介護が必要になります。

★例えば…
■近所（慣れた場所）でも道

に迷ったりする。自宅内でも

トイレの場所がわからない。
■家族がわからなくなる。
■入浴するのをいやがった

り、体がうまく洗えなくなる。
■トイレの水を流すのを忘

れたり、排泄の失敗が増え

てくる。

認知症の進み方
認知症は、進行とともに症状も変わっていきます。

ご家族など身近な方が認知症を理解し、ご本人の状態に合 わせた支援の方法を選択していくことが大切です。

認
知
症
の

度
合
い

ご
本
人
の
様
子

支
え
る
方
の

心
が
ま
え

正常な状態

特に困ったこともなく、いつ

もどおりの暮らしが続いて

いる状態

言葉によるコミュニケーショ

ンが難しくなります。

・病気によっては寝たきりと

なるなど、常に介護が必要

な状態です。

★例えば…
■言葉（語彙や発語量）が

減ってくる。
■表情が乏しくなる。
■寝たきりとなり、排泄や入

浴など、身の回りのこと全般

に介護が必要になる。

認　知　症　の　進　行

・地域行事やボランティアなど、ご本人に社会参加を働きかける

・家庭内で役割を持ってもらう

・趣味を継続するように働きかける

・いつもと違う、何か様子がおかしい、と思ったら『地域包括支援

センター』などへ相談する

・認知症カフェに参加し、認知症の方や介護について理解を深める

・認知症サポーター養成講座を受講し、認知症について理解を深

める

・介護者自身が健康管理を行う

・介護の負担が増えるため、介護

サービスや医療サービスなど

の制度を活用する

・介護の負担が増えるため、困っ

たことがあったら抱え込まず、

早めに担当ケアマネジャーや

地域包括支援センターへ相談

する

・ご本人ひとりではできないこ

と（食事やトイレ、着替えなど）

が増えることを理解する

・どのような終末期を迎えるか、

家族間でよく話合っておく

・認知症の方との接し方の 基本やコツを身につける

・ご本人のこれからの介護 のことについて、家族で話し合う

・困ったことがあったら抱 え込まず、かかりつけの医師や『地域

包括支援センター』など へ相談する
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